
－ 243 －

高校生エリート陸上選手におけるサプリメント使用状況と関連情報入手状況
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１．はじめに

スポーツ選手にとってサプリメントの摂取は日常

的なものとなってきている．陸上選手においては，

Tscholl et al. は 2003 年から 2008 年までに国際

大会出場した 6523 名の選手を対象にサプリメント

摂取状況について調査を行い（3887 名が回答），約

66％の選手がサプリメントを摂取していることを

報告した（Tscholl et al., 2010）．この報告では

1 人あたり約 1.7 種類のサプリメントを摂取してお

り，ジュニアやユースの選手においてもサプリメン

トの摂取が確認されている．わが国においては、日

本陸上連盟科学委員会が毎年，全国高等学校総合

体育大会（インターハイ）陸上競技における入賞

者を対象にサプリメントの摂取状況を調査してお

り，半数以上の入賞選手がサプリメントを摂取して

いることを報告している（宮﨑ら , 2013; 酒井ら , 

2017）．

一般的に，栄養価の高い適切な食事がとれていれ

ばサプリメントの摂取は必ずしも必要ないと論じら

れることが多く，国際陸上競技連盟は 2007 年の声

明で「ある種のサプリメントはパフォーマンスに貢

献するものの，食事こそが重要でありスポーツサプ

リメントが食事の代わりをするものではなく，また

若年選手は使用すべきではない」ことを発表した

（IAAF, 2007）．しかしながら，サプリメントを用い

ることはその形態的特徴による利便性などにより，

スポーツ選手に栄養面や競技パフォーマンスに有益

性をもたらす場合もあると考えられる．IOC は，サ

プリメントも適切に使用することで食事から十分な

摂取が望めない微量栄養素の補完や高強度のトレー

ニング時の健康の維持，さらには含まれる特定成分

の生理的作用により直接的に競技パフォーマンスの

向上に貢献することを示唆している（Maughan et 

al., 2018）．

一方で，サプリメント摂取にはその有害性も危惧

される．サプリメントに含まれる特定成分の過剰摂

取による副作用や禁止薬物が混入されたサプリメン

トを使用することでアンチ・ドーピングの規則違反

となる場合もある．公益社団法人日本アンチ・ドー

ピング機構が公開している規則違反決定一覧では，

すべての事例において禁止物質の混入経路を明らか

としているわけではないものの，いくつかの違反事

例においてはサプリメントを介した違反が存在する

ことが示されている（JADA, 2018）．

IOC は，サプリメントの摂取についてその有益性

と有害性の両面からその摂取を判断すべきと提唱

し，①年齢や経験，トレーニング状況を加味した使

用目的の妥当性を考慮すること，②サプリメントに

含まれる成分の科学的根拠に関して考慮すること，

③サプリメント摂取による安全性を考慮すること，

④含まれる成分が禁止薬物でないことを確認した上

で，⑤一時的な使用を試み，⑥継続的に使用するこ

とを推奨している（Maughan et al., 2018）．これ

らの①～⑥の手続きを踏襲するためには，サプリメ

ントや栄養，食事に関して十分な知識が要求される．

スポーツ選手のサプリメント摂取に関しては，含

まれる特定成分の生理的身体的影響について議論さ

れる場合が多いが，サプリメントの摂取行動を制御

する決定要因に関する報告は限られている．酒井

らの報告では，高校生エリート陸上選手がサプリ

メントを摂取する目的は主に筋肉増量や疲労回復，

貧血予防・改善などといった生理的身体的効果の

獲得を期待していることを示唆している（酒井ら , 

2017）．サプリメントに含まれる一部の特定成分（ビ

タミン Dや鉄，カルシウムといった微量栄養素やカ

フェイン，クレアチンといったエルゴジェニック作

用を有する成分など）には，スポーツ選手に対して
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生理的身体的な有益性をもたらすことの科学的根拠

が報告されているが（Thomas et al., 2016），こ

のような効果の獲得を期待する結果期待（outcome 

expectancy）や態度（attitude）が，サプリメント

の摂取行動を制御する決定要因となりうるかについ

ての検討はなされていない．スポーツ選手がサプリ

メントを使用する動機やレディネスに関する報告は

限られている．Pawlak et al. はスポーツ選手では

ないものの，女子大学生を対象にマルチビタミンサ

プリメント摂取の決定要因に関して，計画的行動理

論（TPB: Theory of planned behavior）を用いて

検証している（Pawlak et al., 2008）．この研究で

は，マルチビタミンサプリメントを摂取することが

望ましいと感じる態度（attitude）と，行動のコン

トロール感（perceived behavioral control）が摂

取行動に有意な影響を及ぼすことを報告している．

また，サプリメントの適正使用にはサプリメントや

栄養，食事に関する正しい知識の習得や，知識を得

るための情報の入手や活用スキルを獲得することが

望まれる．健康全般に関するこのようなスキルはヘ

ルスリテラシーと呼ばれているが，Zoellner J et 

al. は，栄養に関するリテラシーが高い者は，栄養

に関する情報探索行動が多いことを報告している

（Zoellner J et al., 2009）．スポーツ選手が，サ

プリメントを適正に使用するためには上述の①～⑥

の手続きを行うことが重要であるが，同時に各段階

での判断を行うに十分な知識や情報を入手・獲得す

ることが求められる．そこで本研究では，高校生エ

リート陸上選手を対象に，サプリメントの摂取状況

とサプリメントや栄養，食事に関する情報探索行動

について検討することを目的とした．

２．方法

対象者および調査票

2018 年度全国高等学校総合体育大会（インター

ハイ）の陸上競技入賞者 424 名を対象に，石井らの

作成した調査票（石井 , 2005）を一部改編したも

のを配布した．大会期間中（8月 2～ 6日）に配布し， 

8 月 16 日を返信期限として郵送法により回収した．

回収した調査票は 199 名（男子 101 名，女子 98 名）

で，回収率は 46.9% であった．このうち解析データ

に欠損のない 163 名（男子 83 名，女子 80 名）を解

析対象とした（38.0%）．

調査票は選手の特性に関する項目（5 項目），過

去の運動歴に関する項目（3 項目），体調・食生活

に関する項目（11 項目），心身のコンディショニン

グに関する項目（1 項目），スポーツ障害に関する

項目（17 項目），サプリメントに関する項目（8項目）

から構成されている． 

解析

回収した調査票のうち，複数種目での競技実施が

確認された選手に関しては，それぞれの種目で入賞

したものとして扱った．離散変数についてはクロス

集計の後，カイ二乗検定を行い，連続変数について

は一元配置分散分析を施し，群間の比較は Tukey’

s test により検定した．サプリメントの摂取状況

については，現在摂取している者を摂取群とし，過

去に摂取していたが現在は摂取していない者を摂取

中止群，摂取したことがない者を非摂取群とした．

サプリメント摂取に関する行動意図に関しては，「積

極的に摂取すべきである，食事で不足する栄養素の

み摂取すべきである，パフォーマンス向上に役立つ

もののみ摂取すべきである，できるだけ摂取すべき

ではない，絶対に摂取すべきではない，自分の考え

にあてはまるものはない」の 6項目から，またサプ

リメントや栄養・食事に関する情報量については「十

分得られている，あまり得られていない，全く得ら

れていない，どちらとも言えない」の 4項目からそ

れぞれ最も適するもの 1つを選ぶよう指示した．情

報の入手経路としては「指導者，友人，保護者，兄

弟，販売店，メーカー，雑誌，本，広告，テレビ，

Web，その他」の 12 の経路を示しそれぞれ 2件法（は

い，いいえ）による選択を指示し，またサプリメン

トや栄養・食事に関する相談相手に関しては自由記

述として回答を求めたが，解析に伴い「指導者，医

師，栄養士，友人，家族，その他」の 6つに分類し

た．統計解析には SPSS Windows Ver. 25.0 を用い，

危険率 5% 未満を有意水準とした．

３．結果および考察

本研究では，サプリメント摂取者（摂取群）は全

体の半数以上である 50.3% を占め，現在は摂取して

いないが過去に摂取経験のある者（摂取中止群）が

18.4%、摂取経験のない者（非摂取群）が 31.3% であっ 

た（表 1）．性別では，男子の摂取群の割合が 60.2%

と女子の 40.0% よりも高く，学年別では高学年次生

ほど摂取群の割合が高かった．種目別では中長距離

および競歩でいずれも摂取群の割合が 70% 以上と

高い値を示し，跳躍と投擲を除く全ての種目で摂

取群が最も高い割合を示した．2004 年から 2012 年

までの大会における男子選手のサプリメント摂取
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率は 62.3%，女子選手では 62.1% であり（宮﨑ら , 

2013），2017 年の大会においては男子で 75.0%，女

子で 57.5% の選手がサプリメントを摂取しているこ

とが確認され（酒井ら , 2017），2018 年大会の結果

は，男女ともに過去の調査に比べて最も低いサプリ

メント摂取率となった．サプリメント摂取率の低下

というこの結果が一過的なものであるのか，今後の

傾向となり得るのかについての判断はできないが，

Sobal et al. は，スポーツ選手におけるサプリメ

ント摂取状況は，競技レベルの高い選手ほど摂取割

合が高いことを示している（Sobal, 1994）．高校生

世代の陸上選手のサプリメント摂取状況を検討する

ためには，一般的な高校生陸上選手を対象とした調

査も実施することが望まれる．

表 2 には，サプリメント摂取に関する行動意図

の結果を示した．摂取群および非摂取群では「パ

フォーマンス向上に役立つもののみ摂取すべき」が

56.1%、35.3% で最も高く，摂取中止群では「食事

で不足する栄養素のみ摂取すべき」と「できるだけ

摂取すべきではない」がそれぞれ 33.3% を示し最も

高かった（p=0.002）．摂取中止群において，「でき

るだけ摂取すべきではない」と回答した者は，過去

にサプリメントを摂取した際に身体的異常の経験

し，サプリメント摂取を中止した経緯にある者が含

まれるため，サプリメント摂取に否定的考えを有し

ていることが推測される．「積極的に摂取すべき」，

「食事で不足する栄養素のみ摂取すべき」，「パフォー

マンス向上に役立つもののみ摂取すべき」とサプリ

メント摂取に肯定的な者は，摂取群で 90.2%，摂取

中止群で 60.0%，非摂取群で 70.6% といずれも否定

的な者の割合を上回り，サプリメント摂取への肯定

的な行動意図を有していた．一方で 2017 年の大会

入賞者を対象とした酒井らの報告では，「積極的に

摂取すべき」と回答した者が男子サプリメント摂取

者で 26.4%（男子全体では 15.5%），女子においては

サプリメント摂取者で 19.6%（女子全体では 11.0%）

と本研究の結果よりも高値を示しており（酒井ら , 

2017），サプリメント摂取者の割合低下は，サプリ

n n n
p

n n n n n n

n

n

n

n

p

表 1　対象者の属性

表 2　サプリメント摂取に関する行動意図
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メント摂取に関する肯定的な行動意図の低下による

ものが影響している可能性が示唆された．

サプリメントや栄養・食事に関する情報入手量に

ついては，摂取群および摂取中止群で「十分得られ

ている」と回答する者の割合が最も高く（74.4%，

60.0%），非摂取群では「あまり得られていない」

と回答する者が最も高かった（p<0.001）（表 3）．

2017 年大会の結果に比べ，「十分得られている」者

の割合が増加しているが（酒井ら , 2017）．Masad 

et al. の報告している，栄養に関する知識が豊富

なスポーツ選手ほど，サプリメントの摂取割合が低

下することに一致している（Masad, 1995）．サプリ

メントや栄養・食事に関する知識の習得は，製品の

販売促進を目的とした広告に影響されることなく入

手可能な情報を取捨選択し，不必要なサプリメント

の使用を抑制することにつながることと考えられ

る．本研究では，対象選手の栄養やサプリメントの

適正使用に関する知識の客観的評価は行っていない

ものの，主観的に十分な情報が得られていると認識

していることが，結果として栄養関連知識の向上に

つながり，サプリメントの摂取割合の低下に影響を

及ぼしているのかもしれない．

表 4にはサプリメントや栄養・食事に関する情報

の入手経路について示したが，すべての群におい

て，指導者からの情報入手割合が最も高い値を示し

た（摂取群；62.2%，摂取中止群；50.0%，非摂取群；

58.8%）．摂取群では，次いで保護者（34.1%），メーカー

（29.3%），web（25.6%）であったのに対し，摂取中

止群では友人と保護者が 36.7% で，web が 33.3% と

いう順であった．一方、非摂取群では web の 21.6%

が指導者に次ぐ情報入手経路であり，入手情報量が

少ないことが示された．スポーツ選手のサプリメン

ト使用に関する情報入手経路については様々な報告

がある．Slater et al. のシンガポールのエリート

スポーツ選手を対象としたサプリメント摂取に関す

る研究では，栄養に関する情報入手経路として友人

が最も高い割合を占め，次いで指導者，テレビ・雑

誌・新聞，家族であったと報告している（Slater, 

2003）．雑誌や本，テレビといったメディアやweb（イ

ンターネット）は，比較的入手可能な情報源であ

るものの，これらメディアを介した情報入手は 10%

に満たない状況であり，また web に関しては 25.8%

と 2017 年の調査結果よりも低い値を示した（男子

42.5%，女子 36.5%）．一方，Sirico et al. のイタ

リアの学生を対象にした報告では，情報入手経路と

して医師が最も高く，次いで指導者，友人と報告し

ている（Sirico, 2018）．また Nieper は，サプリメ

ント摂取に関する情報を指導者や家族から得ている

n n n n

n n n pn

表 3　サプリメントや栄養・食事に関する情報入手量

表 4　サプリメントや栄養・食事に関する情報入手経路
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と報告しているものの，指導者は必ずしも十分なサ

プリメントに関する知識を有していないことを示唆

している．同時に多くの選手（58%）はサプリメン

トの摂取前にメディカルチームにその摂取に関して

確認するとともに，不定期ではあるが 75% 以上の選

手がスポーツ栄養士に接触していることを報告して

いる（Nieper, 2005）．Slater et al. は情報入手

経路として，医師，薬剤師，看護師，そして栄養士

が「信頼できる」情報入手経路として挙げており，

多くのスポーツ選手が「信頼できない」情報源から

情報を入手していることを問題視している（Slater, 

2003）．本研究では，情報入手経路の選択肢に医療

従事者が含まれておらず，医師や栄養士から情報を

入手していると考えている者はその他を選択してい

ることが推測される．その他と回答した者は摂取群

で 4.9%，摂取中止群で 6.7%，非摂取群で 5.9% と低

値を示しており，本研究の対象者の情報入手先経路

として「信頼できる」情報源からの情報入手が限

られていることが示唆された．しかしながら Ashar 

et al. は，医師であってもサプリメントに関する

十分な知識を持ち合わせていないことを報告してい

る（Ashar, 2007）．スポーツ選手がサプリメントの

適正使用を行う上では，正しい知識を情報として入

手することが欠かせない．栄養的側面からは日本ス

ポーツ栄養学会が管理栄養士を対象に公認スポーツ

栄養士の資格制度を設け，またアンチ・ドーピング

の側面からは日本アンチ・ドーピング機構が薬剤師

を対象に公認スポーツファーマシストの制度を設け

ている．サプリメントに関する正しい知識を入手す

るためには，単に医療従事者からの情報提供を求め

るのではなく，スポーツに特化した専門家からの情

報入手がサプリメントの適正使用につながるものと

考えられる．

図 1には，12 の情報入手経路のうち，延べ数で 1

人あたりの情報入手経路の総数を示した．摂取群で

は 2.17，摂取中止群では 2.37，非摂取群で 1.75 で

あり，摂取中止群が非摂取群より有意に高値を示し

た．Zoellner J et al.は，栄養に関するリテラシー

が高い者は，栄養に関する情報探索行動が多いこと

を報告している（Zoellner J et al., 2009）．リテ

ラシーが高いことは，サプリメントや栄養・食事に

関する情報を正しく理解できるようになるだけでな

く，情報に接する機会を増やし，情報を効果的に活

用することにつながる．摂取中止群は，高い情報入

手経路数が説明するリテラシーレベルが「サプリメ

ントを摂取しない」という情報活用に活かされ，ま

た摂取群の示すやや高い情報入手経路数が説明する

リテラシーレベルは「サプリメントを摂取する」と

いう情報活用に反映されていることを示唆してい

る．

表 5には，サプリメントや栄養・食事に関する相

談相手に関する結果を示した．相談相手がいると

回答した者の割合は摂取群で 72.0%，摂取中止群で

90.0%，非摂取群で 58.8% であった（p=0.011）．い

ずれの群においても指導者と家族が主な相談相手で

あった．上述の通り，指導者は必ずしもサプリメ

ントに関する正しい知識を持っているとか限らず

（Nieper, 2005），また家族においては親がサプリメ

ントを使用していると子どももサプリメントを使用

する傾向にあるとの報告もあり（Dwyer, 2013），サ

図1　 サプリメント摂取状況別の情報入手経路の総数

n n n n

n n n n
p

表 5　サプリメントや栄養・食事に関する相談先
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プリメント使用について客観的判断に基づいたアド

バイスがなされているのかは不明である．摂取中止

群に関しては、23.3% の者が友人を相談相手として

いた．表 4に示した情報入手経路と比べると，摂取

中止群における指導者および家族（表 4における保

護者と兄弟の総和）のみで同程度の値を示し，それ

以外は情報入手経路の方が高値を示している．これ

らの結果は，サプリメントや栄養・食事に関する情

報を単方向で入手し，双方向での入手情報の精査を

求めることなく，結果として自己判断でサプリメン

ト使用の是非を決定している者が存在することが示

唆される．また医師（1.8%），栄養士（4.9%）といっ

た信頼できる情報源との相談実施の程度も低く，対

象選手が得られた情報が本当に正しいものであるの

か否かについては，サプリメントや栄養・食事に関

する知識を客観的に検証するなどさらなる検討が必

要である．また本研究では，相談相手に関して自由

記述による回答を求め，情報入手経路を調査する際

に用いた 2件法での回答方法ではなかったため，情

報入手経路と直接比較するには限界があるかもしれ

ない．今後は同一の回答方法により調査を継続する

ことが望ましいと考えられる．

まとめ

・サプリメント摂取者の割合は女子に比べ男子で高

く，また高学年のほど摂取率が高かった

・種目別では，中長距離および競歩といった持久的

種目に属する選手のサプリメント摂取率が高かっ

た

・サプリメント摂取に関しては 78.6% の選手が肯定

的にとらえていたが，「積極的に摂取すべき」と

考える選手は 4.3% であり，また摂取中止群にお

いては「できるだけ摂取すべきでない」と回答し

た選手が 33.3% 存在した

・サプリメントや栄養・食事に関する入手情報量が

「十分得られている」と感じる選手は全体の 58.9%

であったが，非摂取群では 33.3% に留まった

・サプリメントや栄養・食事に関する情報入手経路

としては指導者（58.9%），保護者（28.2%），web

（25.8%）と続いた

・サプリメントや栄養・食事に関する情報入手経路

の総数は，摂取中止群（2.4 ± 1.7）で最も高く

非摂取群（1.75 ± 0.9）よりも有意な高値を示し，

摂取群（2.2 ± 1.2）は摂取中止群に次いだ

・サプリメントや栄養・食事に関する相談相手は指

導者（36.8%）が最も高く，次いで家族（33.7％），

友人（11.0%）であり，医師（1.8%）や栄養士（4.9%）

といった信頼できる情報提供者への相談の実施割

合は低かった
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